
春
望
　

杜
甫

﹇
律
詩
﹈

作
者

杜
甫

　
七
一
二
年
〜
七
七
〇
年
。
盛
唐
の
詩
人
。
字
は
子
美
。
悲ひ

愴そ
う

な
作
風
で
唐

を
代
表
す
る
詩
人
。「
詩
聖
」
と
呼
ば
れ
た
。
襄
じ
ょ
う

陽よ
う

（
湖
北
省
襄じ
ょ
う

樊は
ん

市
）
の

人
。
号
は
少
陵
。
先
祖
に
晋
の
名
将
で
、「
春
秋
左
氏
伝
」
の
注
釈
家
と
し

て
名
高
い
杜ど

預よ

が
あ
り
、
祖
父
に
初
唐
の
宮
廷
詩
人
杜と

審し
ん

言げ
ん

が
あ
る
。
幼
少

の
と
き
か
ら
神
童
ぶ
り
を
う
た
わ
れ
た
。
二
十
歳
頃
か
ら
十
余
年
の
間
、
河

南
・
山
東
・
江
蘇
・
浙
江
の
諸
地
方
を
歴
遊
し
た
。
開
元
二
十
三
（
七三五）

年
、
進
士
に
応
じ
た
が
落
第
。
こ
の
前
後
に
も
、
何
度
も
科
挙
に
応
じ
て
い

た
が
、
及
第
し
な
か
っ
た
。
三
十
歳
頃
に
結
婚
し
て
洛
陽
に
住
み
、
三
男
二

女
を
得
て
い
る
。
天
宝
三
（
七四四）
年
三
十
三
歳
の
と
き
に
は
、
李
白
や
高こ
う

適せ
き

と
山
東
・
河
南
の
地
を
放
浪
し
、
親
交
を
結
ん
だ
。
同
五
（
七四六）
年
頃

長
安
に
出
、
翌
六
（
七四七）
年
、
朝
廷
が
一
芸
に
秀
で
た
者
を
集
め
て
試
験

し
た
と
き
、
こ
れ
に
応
じ
た
が
、
そ
の
仕
官
の
願
い
は
か
な
わ
な
か
っ
た
。

同
十
（
七五一）
年
四
十
歳
の
と
き
、「
三さ

ん

大だ
い

礼れ
い

賦ふ

」
を
奉
っ
て
玄
宗
に
認
め
ら

れ
、
集
賢
院
待
制
の
官
を
得
、
同
十
四
（
七五五）
年
の
冬
、
右ゆ
う

衛え
い

率そ
っ

府ぷ

胄ち
ゅ
う

曹そ
う

参さ
ん

軍ぐ
ん

と
な
っ
た
直
後
に
安
禄
山
の
乱
に
遭
遇
。
霊
武
（
甘
粛
省
）
で
即
位
し

た
粛し
ゅ
く

宗そ
う

の
行あ
ん

在ざ
い

所し
ょ

に
馳
せ
参
じ
よ
う
と
し
て
賊
に
捕
ら
え
ら
れ
、
長
安
に

監
禁
さ
れ
た
。
至
徳
二
（
七五七）
年
、
長
安
を
脱
出
。
鳳ほ
う

翔し
ょ
うに
移
っ
た
粛
宗

の
も
と
に
た
ど
り
つ
き
、
左
拾
遺
の
官
を
授
け
ら
れ
た
。
し
か
し
、
乾
元
元

（
七五八）
年
、
敗
将
房ぼ
う

琯か
ん

を
弁
護
し
た
た
め
、
華
州
（
陝せ
ん

西せ
い

省
）
の
司
功
参
軍

に
左
遷
さ
れ
、
翌
年
（
七五九）
に
は
飢
饉
の
た
め
に
官
を
捨
て
、
家
族
と
共

に
秦
州
・
同
谷
（
甘
粛
省
）
を
経
て
成
都
（
四
川
省
）
に
向
か
っ
た
。
成
都

で
は
、
比
較
的
平
穏
な
生
活
を
営
み
、
上
元
元
（
七六〇）
年
に
は
郊
外
の
浣か
ん

花か

渓け
い

の
ほ
と
り
に
草
堂
を
建
て
て
い
る
。
ま
た
、
旧
友
厳
武
の
奏
請
に
よ
っ

て
、
節
度
参
謀
・
検
校
工
部
員
外
郎
の
官
を
得
た
。
し
か
し
、
そ
の
生
活
も

長
く
は
続
か
ず
、
永
泰
元
（
七六五）
年
、
厳
武
が
死
ぬ
と
、
成
都
を
去
っ
て

長
江
を
下
り
、
忠
州
・
霊
安
（
四
川
省
）
を
経
て
換き

州
（
四
川
省
）
に
二
年

間
滞
在
。
大
暦
三
（
七六八）
年
に
は
、
ま
た
そ
こ
を
去
っ
て
岳
州
（
湖
南
省
）

へ
移
っ
た
。
潭た
ん

州
・
衡こ
う

州
（
湖
南
省
）
な
ど
を
転
々
と
す
る
が
、
同
五
（
七七

〇）
年
、
舟
中
で
ひ
っ
そ
り
と
、
不
遇
な
生
涯
を
閉
じ
た
。
そ
の
一
生
を
通

じ
て
、
自
己
の
悲
哀
を
通
し
て
、
戦
乱
の
世
の
民
衆
の
苦
痛
や
悲
哀
を
理
解

し
、
厳
し
い
響
き
を
持
っ
た
言
葉
に
結
晶
さ
せ
て
い
っ
た
。
後
世
「
詩
聖
」

の
名
で
呼
ば
れ
る
の
は
、
誠
実
な
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
精
神
と
、
儒
家
的
な

信
念
を
持
つ
ゆ
え
で
あ
る
。
ま
た
、
常
に
政
治
や
社
会
に
対
し
て
示
し
た
深

い
関
心
の
ゆ
え
に
、「
詩
史
」
の
称
を
も
得
て
い
る
。
後
世
に
与
え
た
影
響

も
絶
大
で
あ
る
。「
杜
工
部
集
」
が
あ
る
。
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出
典

唐
詩
三
百
首

　
六
巻
。
清し
ん

の
乾
隆
二
十
八
（
一
七
六
三
）
年
、
孫そ
ん

洙し
ゅ

編
の
唐
詩
の
撰
集
。

唐
詩
三
百
十
首
を
詩
体
別
に
分
け
て
編
集
し
た
も
の
。
編
者
の
孫
洙
（
こ
う

塘と
う

退た
い

士し

）
に
つ
い
て
は
伝
が
な
く
、
生
涯
の
詳
細
は
不
詳
で
あ
る
。「
唐
詩
三

百
首
」
は
、「
唐
詩
選
」
が
圧
倒
的
に
盛
唐
詩
を
重
視
し
て
中
晩
唐
詩
を
ほ

と
ん
ど
切
り
捨
て
た
の
に
対
し
、
各
時
代
よ
り
公
平
な
視
点
で
詩
を
選
ん
で

い
る
。
そ
の
た
め
、「
唐
詩
選
」
に
は
名
前
さ
え
登
場
し
な
い
白
居
易
・
杜

牧
ら
の
作
品
も
、「
唐
詩
三
百
首
」
に
は
前
者
が
六
首
、
後
者
が
十
首
採
録

さ
れ
て
い
る
。
韓
愈
・
元げ
ん

稹し
ん

・
李
商
隠
・
温お
ん

庭て
い

筠い
ん

ら
の
作
品
も
、「
唐
詩
選
」

で
は
一
、
二
首
し
か
と
ら
れ
て
い
な
い
が
、「
唐
詩
三
百
首
」
に
は
そ
れ
ぞ

れ
し
か
る
べ
き
数
の
代
表
作
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
中
国
で
は
唐

詩
の
選
集
と
し
て
は
「
唐
詩
三
百
首
」
の
ほ
う
が
重
視
さ
れ
、
日
本
で
も
そ

の
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
。「
春
望
」
は
五
言
律
詩
の
部
所
収
。
本
教
科
書

は
、
平
凡
社
「
東
洋
文
庫
　
唐
詩
三
百
首
３
」（
目
加
田
誠
著
）
に
よ
っ
た
。
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主
題

　
戦
乱
で
荒
れ
果
て
た
長
安
の
春
景
色
を
見
つ
め
な
が
ら
、
捕
ら
わ
れ
の
身
の
作
者
は
家
族
や
国
の
運
命
を
思
い
、
自
己
の
老
い
を
憂
え
る
。

構
成

第
一
・
二
句（
首し
ゅ

聯れ
ん

）…
（
対
句
）
首
都
の
荒
廃
と
自
然
の
不
変
性
の
対
比
。

第
三
・
四
句（
頷が
ん

聯れ
ん

）…
（
対
句
）
国
の
運
命
と
家
族
と
の
別
離
へ
の
嘆
き
。

第
五
・
六
句（
頸け
い

聯れ
ん

）…
（
対
句
）
国
の
動
乱
の
現
実
と
家
族
と
の
分
断
の
事
実
。

第
七
・
八
句（
尾び

聯れ
ん

）…
自
己
の
老
い
の
現
実
を
じ
っ
と
見
つ
め
る
思
い
。

〈

詩
形
・
押
韻
・
対
句〉

　
詩
形
㉔
五
言
律
詩
。
　
押
韻
㉔
「
深シ
ン

」（
第
二
句
）、「
心シ
ン

」（
第
四
句
）、「
金キ
ン

」（
第
六
句
）、「
嶹シ
ン

」（
第
八
句
）。
下
平
声
十
二
侵シ
ン

韻
。
　

対
句
㉔
第
一
・
二
句
。
第
三
・
四
句
。
第
五
・
六
句
。

訓
読
と
現
代
語
訳

①
国く
に

破や
ぶ

れ
て
　
山さ
ん

河が

在あ

り

①（

戦
乱
の
た
め
に
）
都
は
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
周
り
の
山
や
河
は
も
と
の
ま
ま
に
あ
る
。

②
城し
ろ

春は
る

に
し
て
　
草さ
う

木も
く

深ふ
か

し

②
こ
の
長
安
の
ま
ち
に
も
春
は
巡
っ
て
き
て
、
草
木
は
深
い
緑
を
た
た
え
て
い
る
。

③
時と
き

に
感か
ん

じ
て
は
　
花は
な

に
も
涙な
み
だを
濺そ
そ

ぎ

③
時
代
の
あ
り
さ
ま
に
心
を
痛
め
て
は
、
美
し
い
花
を
見
て
も
涙
が
あ
ふ
れ
、

④
別わ
か

れ
を
恨う
ら

ん
で
は
　
鳥と
り

に
も
心こ
こ
ろを
驚お
ど
ろか
す

④
家
族
と
離
れ
離
れ
に
な
っ
た
こ
と
を
悲
し
ん
で
は
、
可
愛
い
鳥
の
声
を
聞
い
て
も
心
が
お
の
の
い

て
し
ま
う
。

⑤
烽ほ
う

火く
わ

　
三さ
ん

月げ
つ

に
連つ
ら

な
り

⑤
敵
の
襲
来
を
告
げ
る
合
図
の
の
ろ
し
は
何
か
月
も
上
が
り
続
け
、

⑥
家か

書し
よ

　
万ば
ん

金き
ん

に
抵あ

た
る

⑥
家
族
か
ら
の
手
紙
は
、
大
金
に
相
当
す
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

⑦
白は
く

頭と
う

　
搔か

け
ば
更さ
ら

に
短み
じ
かく

⑦
白
く
な
っ
た
髪
に
手
を
や
る
と
、
前
よ
り
も
さ
ら
に
薄
く
な
り
、

⑧
渾す
べ

て
嶹し
ん

に
勝た

へ
ざ
ら
ん
と
欲ほ
つ

す

⑧
も
う
全
く
、
冠
を
留
め
る
か
ん
ざ
し
さ
え
、
留
め
ら
れ
な
く
な
り
そ
う
で
あ
る
。
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学
習
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

展
開
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

学
習
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

❶
詩
の
黙
読
。
そ
の
後
、
範
読
を
聞
く
。

❷
一
斉
読
み
。
そ
の
後
、
指
名
に
よ
っ
て
音
読
す
る
。
そ
の
際
、
対
句

に
注
意
す
る
。

❸
詩
の
書
き
下
し
文
を
完
成
さ
せ
る
。
知
技
⑵
ウ

❹
正
確
に
現
代
語
訳
す
る
。

❺
作
者
と
、
こ
の
詩
の
成
立
の
背
景
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

❻
対
句
表
現
を
指
摘
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対
句
の
表
現
上
の
特
徴
、
用
語

の
特
徴
を
指
摘
す
る
。〔「
言
葉
と
表
現
」
１
〕

❼
全
体
の
展
開
を
理
解
し
、
作
者
の
家
族
へ
の
思
い
、
社
会
・
国
家
へ

の
思
い
を
理
解
す
る
。

❽
作
品
の
優
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
日
本
文
学
へ
の
影
響
な
ど
を
調
べ
、

討
論
す
る
。
知
技
⑵
ア

❾
詩
形
・
押
韻
に
つ
い
て
確
認
す
る
。〔「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
１
〕

❷
対
句
部
分
に
注
意
さ
せ
、
斉
読
、
指
名
読
み
を
行
う
。
対
句
部
分
は
、
音

読
を
し
た
際
に
、
き
わ
め
て
整
然
と
し
て
い
て
、
か
つ
印
象
深
い
こ
と
に

注
意
さ
せ
る
。

❹
グ
ル
ー
プ
で
共
同
し
て
訳
を
作
ら
せ
て
も
よ
い
。
必
ず
そ
れ
ら
を
発
表
さ

せ
、
互
い
に
評
価
さ
せ
る
。

❺
天
宝
十
四
年
（
七五五）
に
安
禄
山
の
乱
が
起
こ
り
、
占
領
さ
れ
て
い
た
長

安
に
捕
ら
わ
れ
の
身
と
な
っ
て
い
た
作
者
が
、
家
族
や
国
家
の
運
命
を
思

っ
て
作
っ
た
作
品
で
あ
る
。

❻
「
構
成
」
の
項
で
も
触
れ
た
が
、
本
詩
は
、
第
一
・
二
句
（
首し
ゅ

聯れ
ん

）、
第

三
・
四
句
（
頷が
ん

聯れ
ん

）、
第
五
・
六
句
（
頸け
い

聯れ
ん

）
が
対
句
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。
頷
聯
と
頸
聯
を
対
句
に
す
る
こ
と
は
律
詩
の
規
則
で
あ
る
が
、
首
聯

を
対
句
に
す
る
必
要
は
な
い
。
し
か
し
杜
甫
は
、
首
聯
か
ら
対
句
を
用
い
、

冒
頭
か
ら
、
人
事
の
も
ろ
さ
と
自
然
の
永
遠
性
を
鮮
烈
に
描
き
出
し
た
。

❼
冒
頭
の
「
国
破
」
か
ら
、
首
都
の
破
壊
を
嘆
い
て
い
る
こ
と
、
し
た
が
っ

て
国
家
の
危
機
を
嘆
い
て
い
る
こ
と
が
、
容
易
に
読
み
取
れ
る
。
ま
た

「
感
⒏時
」「
恨
⒏別
」
の
語
か
ら
、
時
代
の
不
運
、
家
族
と
の
別
れ
を
嘆
い

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
ら
を
正
面
か
ら
凝
視
す
る
詩
人
の
厳
し
い

姿
勢
に
も
注
意
す
る
。

❽
対
句
の
分
析
と
重
な
る
が
、
表
現
の
細
部
に
つ
い
て
分
析
し
な
が
ら
、
詩

人
杜
甫
の
、
現
実
に
対
す
る
姿
勢
の
厳
し
さ
に
も
注
目
す
る
。
日
本
文
学

へ
の
影
響
は
深
く
広
い
が
、
最
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
松
尾
芭
蕉

『
お
く
の
ほ
そ
道
』
の
平
泉
の
段
で
あ
る
（
Ｐ
一
〇
三
参
照
）。

　
　
こ
の
詩
の
日
本
文
学
へ
の
影
響
を
理
解
し
て
い
る
か
、
確
認
す
る
。

❾
律
詩
形
式
で
あ
る
た
め
、
特
に
第
三
・
四
句
、
第
五
・
六
句
が
対
句
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
確
認
さ
せ
る
。
こ
の
詩
で
は
第
一
・
二
句
も
対

句
に
な
っ
て
い
る
。
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発
問
例

●
一
五
二
ペ
ー
ジ

問
第
一
句
と
第
二
句
に
つ
い
て
、

［難］
㍽Ａ
何
と
何
が
対
比
さ
れ
て
い
る
の
か
。

［中］
㍽Ｂ
何
と
何
が
対
比
さ
れ
て
い
る
の
か
、
適
切
な

も
の
を
次
の
中
か
ら
選
べ
。

ア
わ
ず
ら
わ
し
い
人
の
世
と
雄
大
な
自
然
。

イ
荒
れ
果
て
た
国
土
と
恵
み
豊
か
な
自
然
。

ウ
変
化
の
激
し
い
人
の
世
と
不
変
の
自
然
。

エ
荒
れ
果
て
た
国
土
と
緑
豊
か
な
長
安
。

答
㍽Ａ
変
化
の
激
し
い
人
の
世
と
不
変
の
自
然
。

㍽Ｂ
ウ

問
「
感
⒏

　
ジ
テ
ハ

時　
ニ

」（
第
三
句
）
と
は
「
時
代
の
あ
り
さ
ま

に
心
を
痛
め
る
」
こ
と
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な

時
代
の
あ
り
さ
ま
か
、
漢
字
二
字
で
答
え
よ
。

答
戦
乱
（
戦
争
）

問
「
恨
⒏

　
ン
デ
ハ

別
」
　
レ
ヲ

（
第
四
句
）
と
は
「
離
れ
離
れ
に
な
っ

た
こ
と
を
悲
し
む
」
こ
と
で
あ
る
が
、
何
と
離
れ

離
れ
に
な
っ
た
こ
と
を
悲
し
ん
で
い
る
の
か
、

［易］
㍽Ａ
漢
字
二
字
で
答
え
よ
。

［易］
㍽Ｂ
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
選
べ
。

ア
春
　
　
イ
花

ウ
友
人
　
　
エ
家
族

答
㍽Ａ
家
族
・
妻
子

㍽Ｂ
エ

問
「
烽
火
連
◥

　
ナ
リ

三
月　

ニ

◣」（
第
五
句
）
に
つ
い
て
、

語
句
の
研
究

●
一
五
二
ペ
ー
ジ

2
春
望
　
春
の
眺
望
。「
望
」
は
、
遠
く
眺
め
る
、

ま
た
眺
望
の
意
。
こ
こ
で
は
、
名
詞
と
し
て
用
い

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
詩
は
、
至
徳
二
（
七五七）
年
、

作
者
四
十
六
歳
の
と
き
の
作
。

3
国
　
首
都
。
長
安
を
指
す
。
ま
た
国
家
、
国
家
機

構
と
も
解
釈
さ
れ
得
る
。
そ
う
し
た
意
味
を
重
ね

合
わ
せ
な
が
ら
、
直
接
に
は
首
都
長
安
を
指
し
て

い
る
と
考
え
て
よ
い
。
長
安
は
、
現
在
の
陝せ

ん

西せ
い

省

西
安
市
。
歴
代
の
王
朝
が
こ
の
地
に
都
を
置
い
た

が
、
隋
の
都
の
基
礎
を
受
け
継
い
で
唐
王
朝
は
こ

こ
に
壮
大
な
首
都
を
建
設
し
た
。
当
時
、
西
の
ロ

ー
マ
と
並
ぶ
、
世
界
最
大
の
都
市
だ
っ
た
。
し
か

し
天
宝
十
四
（
七五五）
年
、
安
禄
山
の
乱
が
勃
発

す
る
と
、
翌
年
に
は
叛
乱
軍
が
潼ど
う

関か
ん

の
防
衛
線
を

突
破
し
て
長
安
に
迫
っ
た
た
め
、
玄
宗
皇
帝
は
首

都
を
脱
出
し
て
蜀
へ
逃
れ
た
。
か
く
し
て
長
安
は

叛
乱
軍
の
占
領
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
城
内
の
各

所
は
破
壊
・
略
奪
を
被
っ
た
。
杜
甫
は
、
賊
軍
に

捕
ら
え
ら
れ
て
長
安
城
内
に
連
行
さ
れ
至
徳
元

（
七五六）
年
か
ら
翌
二
（
七五七）
年
春
ま
で
、
長
安

市
内
に
監
禁
さ
れ
た
。「
春
望
」
詩
は
、
至
徳
二

年
春
に
制
作
さ
れ
た
。

3
破
　
破
壊
さ
れ
る
。「
国
破
」
は
、「
国
破
れ
て
」

と
訓
読
す
る
が
、「
国
家
が
（
外
国
と
の
戦
争
に
）

敗
れ
た
」
と
の
意
で
は
な
い
。

3
山
河
　
山
と
川
。
自
然
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
長

安
の
周
り
の
自
然
。

3
在
　
あ
る
。
存
在
す
る
。「
有
」
も
「
あ
り
」
と

訓
読
す
る
が
、
こ
ち
ら
は
「
場
所
゛
有
゛
存
在

物
」
の
形
で
、「
〜
に
…
が
あ
る
」
と
い
う
意
味

を
表
し
、
場
所
や
保
有
者
が
明
確
な
場
合
に
用
い

る
。

（

例）

「
山
水　
ニ

有　
リ

◥清
音
ゖ」（
山
水
に
清
音
有
り
。）

山
水
（
自
然
）
の
中
に
は
清
ら
か
な
音
楽

が
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
「
在
」
は
、「
主
語
（
存
在
物
）

゛
在
（
゛
場
所
）」
の
形
で
用
い
ら
れ
、「
〜
が

（
…
に
）
あ
る
」
の
意
を
表
し
、
何
が
あ
る
か
が

明
確
な
場
合
に
用
い
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ

で
は
、
杜
甫
の
目
に
、「
山
河
」
が
ま
ぎ
れ
も
な

く
、
ど
っ
し
り
と
、
存
在
し
て
い
る
、
と
い
う
強

い
印
象
を
伴
っ
て
映
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

4
城
　
ま
ち
。
中
国
の
都
市
は
城
壁
で
囲
ま
れ
て
い

た
の
で
、「
城
」
は
、
都
市
全
体
を
意
味
す
る
。

4
草
木
深
　
草
や
木
が
深
い
緑
を
た
た
え
て
い
る
。

「
深
」
は
、
深
々
と
茂
り
、
辺
り
を
覆
っ
て
い
る

こ
と
。
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㍽１

［中］
◉「
烽
火
」
は
、
何
を
象
徴
し
て
い
る
の
か
。

㍽２

［中］
㍽Ａ
ど
の
よ
う
な
意
味
か
。

㍽Ｂ
意
味
と
し
て
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
選
べ
。

ア
長
安
を
焼
く
炎
は
三
月
に
な
っ
て
も
消
え
な

い
。

イ
長
安
を
焼
く
炎
は
何
か
月
も
続
い
て
い
る
。

ウ
戦
い
の
の
ろ
し
は
何
か
月
も
続
い
て
い
る
。

エ
戦
い
の
の
ろ
し
は
三
月
に
な
っ
て
も
止
ま
な

い
。

答
㍽１
戦
争
状
態
が
続
い
て
い
る
こ
と
。

㍽２
㍽Ａ
戦
い
の
の
ろ
し
が
何
か
月
も
続
い
て
い
る
こ

と
。

㍽Ｂ
ウ

補
「
烽
火
」
が
敵
の
襲
来
を
告
げ
る
合
図
に
使
わ
れ

て
い
た
こ
と
を
理
解
す
る
。

問
第
七
句
に
「
搔
」
　
ケ
バ

と
あ
る
が
、
な
ぜ
搔
く
の
か
、

［難］
㍽Ａ
説
明
せ
よ
。

［中］
㍽Ｂ
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
選
べ
。

ア
こ
こ
数
か
月
、
髪
を
洗
っ
て
い
な
い
か
ら
。

イ
悲
し
み
や
い
ら
だ
ち
の
気
持
ち
が
高
じ
た
か

ら
。

ウ
身
だ
し
な
み
を
整
え
る
た
め
。

エ
長
い
髪
が
気
に
か
か
る
か
ら
。

答
㍽Ａ
悲
し
み
や
い
ら
だ
ち
の
気
持
ち
が
高
じ
た
か
ら
。

㍽Ｂ
イ

問
第
七
句
と
第
八
句
に
お
け
る
作
者
の
心
情
に
つ
い

て
、

5
感
⒏時
　
時
代
の
あ
り
さ
ま
に
心
を
痛
め
る
。

「
感
」
は
、
心
が
動
か
さ
れ
る
こ
と
。「
時
」
は
、

時
世
、
時
代
の
意
。
時
代
の
不
運
に
心
が
つ
き
動

か
さ
れ
る
。

5
花
濺
⒏涙
　
花
を
見
て
も
涙
を
こ
ぼ
す
。
普
段
な

ら
ば
喜
び
を
感
じ
る
は
ず
の
花
を
見
て
さ
え
、
涙

が
あ
ふ
れ
る
こ
と
。「
濺
」
は
、
こ
ぼ
す
、
あ
ふ

れ
出
る
意
。
た
だ
し
こ
の
句
は
「
花
も
涙
を
濺

ぎ
」
と
訓
読
し
、「（
時
世
に
心
を
痛
め
て
）
花
さ

え
も
涙
を
こ
ぼ
す
」
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

6
恨
⒏別
　
家
族
と
別
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
苦
し

く
思
う
。「
恨
」
は
、
心
残
り
に
思
う
。
苦
し
く

思
う
意
。「
別
」
は
、
こ
こ
で
は
親
し
い
人
々
・

家
族
と
の
別
れ
。

6
鳥
驚
⒏心
　
鳥
の
声
を
聞
い
て
も
心
を
お
の
の
か

せ
る
。
普
段
な
ら
可
愛
い
と
思
う
は
ず
の
鳥
の
声

を
聞
い
て
さ
え
、
心
が
痛
む
こ
と
。
た
だ
し
こ
の

句
も
「
鳥
も
心
を
驚
か
す
」
と
訓
読
し
、「（
別
離

を
苦
し
く
思
っ
て
）
鳥
さ
え
も
心
を
お
の
の
か
せ

て
い
る
」
と
解
す
る
説
も
あ
る
。
第
三
句
の

「
花
」、
第
四
句
の
「
鳥
」
を
、
い
ず
れ
も
主
語
と

し
て
読
む
読
み
方
で
あ
る
。

7
烽
火
　
敵
の
襲
来
を
告
げ
る
合
図
の
の
ろ
し
。

7
三
月
　
何
か
月
も
。
こ
の
「
三
月
」
に
つ
い
て
は

諸
説
あ
り
、
①
（
前
年
暮
れ
か
ら
の
）
三
か
月
間
、

②
（
晩
春
の
）
三
月
、
③
何
か
月
も
、
等
の
解
釈

が
あ
る
。
本
教
科
書
で
は
③
を
と
っ
た
が
、
他
の

解
釈
も
あ
り
得
る
。

8
家
書
　
家
族
か
ら
の
手
紙
。

8
抵
◥万
金
◣　
大
金
に
相
当
す
る
。「
抵
」
は
、
ひ

き
あ
て
る
、
相
当
す
る
意
。「
万
金
」
は
、
莫
大

な
金
額
の
意
。「
金
」
は
、
黄
金
の
重
さ
の
単
位

だ
っ
た
が
、
具
体
的
な
重
さ
と
い
う
意
識
は
ほ
と

ん
ど
な
く
な
り
、「
千
金
」「
万
金
」
等
の
形
で
用

い
ら
れ
、
想
像
を
絶
す
る
金
額
を
い
う
。

9
白
頭
　
白
髪
。
白
髪
頭
。

9
搔
　
手
で
髪
を
か
く
。「
搔
」
は
、
具
体
的
に
は
、

髪
に
手
指
を
入
れ
る
こ
と
。
こ
こ
で
は
、
髪
に
指

が
入
る
ま
ま
に
頭
を
抱
え
る
こ
と
。

9
短
　
少
な
い
。
欠
け
る
意
。
し
た
が
っ
て
、
髪
が

頼
り
な
く
な
る
。
薄
く
な
る
意
。

10
渾
　
全
く
、
す
っ
か
り
。
強
調
を
示
す
。
ほ
と
ん

ど
、
と
解
釈
す
る
場
合
も
あ
る
。

10
欲
　
…
し
そ
う
だ
。「
欲
」
に
は
、
三
通
り
の
用

法
が
あ
る
。
①
「
…
し
た
い
」、
②
「
…
が
欲
し

い
」、
③
「
…
し
そ
う
だ
」。
こ
こ
で
は
③
の
意
で
、

傾
向
・
趨
勢
を
表
す
。

10
勝
　
た
え
ら
れ
る
。
十
分
に
も
ち
こ
た
え
ら
れ
る
。

10
錫
　
冠
を
髪
に
固
定
す
る
た
め
に
髪
に
差
し
込
む

も
の
。
日
本
の
い
わ
ゆ
る
「
か
ん
ざ
し
」
は
、
女
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［難］
㍽Ａ
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
説
明
せ
よ
。

［中］
㍽Ｂ
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
選
べ
。

ア
我
が
身
の
老
い
、
衰
え
に
対
す
る
嘆
き
。

イ
国
や
家
族
の
た
め
に
何
も
で
き
な
い
自
分
の

無
力
さ
に
対
す
る
嘆
き
。

ウ
出
世
の
望
み
も
絶
た
れ
、
家
族
と
も
会
え
な

い
不
幸
に
対
す
る
嘆
き
。

エ
朝
廷
に
再
び
冠
を
着
け
て
参
列
で
き
な
い
こ

と
に
対
す
る
嘆
き
。

答
㍽Ａ
我
が
身
の
老
い
、
衰
え
に
対
す
る
嘆
き
。

㍽Ｂ
ア

問
こ
の
詩
の
主
題
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答
国
が
破
滅
の
危
機
に
あ
る
こ
と
と
家
族
と
別
れ
て

し
ま
っ
た
こ
と
へ
の
嘆
き
。

補
「
国
破
」「
感
⒏時
」「
恨
⒏別
」
等
の
語
か
ら
、
そ

れ
は
は
っ
き
り
と
分
か
る
。「
恨
⒏別
」
と
い
う
個

人
的
な
嘆
き
と
、「
感
⒏時
」
と
い
う
個
人
を
超
え

た
社
会
的
な
嘆
き
が
、
緊
張
感
を
も
っ
て
、
互
い

に
鮮
明
に
し
合
い
な
が
ら
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に

注
意
す
る
。
た
だ
単
に
個
人
の
嘆
き
に
終
わ
る
の

で
は
な
く
、
逆
に
た
だ
単
に
国
家
の
運
命
を
嘆
く

の
で
も
な
く
、
そ
の
両
方
が
、
相
互
に
行
き
来
し
、

支
え
合
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

問
こ
の
詩
の
対
句
表
現
を
全
て
抜
き
出
し
、
そ
れ
ぞ

れ
を
二
行
に
並
べ
て
書
け
。

答
「
構
成
」「
学
習
活
動
の
ポ
イ
ン
ト
」
等
を
参
照
。

補
二
句
ご
と
に
、
右
左
に
並
列
し
て
ノ
ー
ト
に
書
き

写
し
、
対
句
が
対
称
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
視

覚
的
に
確
認
さ
せ
る
。
こ
と
に
返
り
点
が
同
じ
よ

う
に
出
て
く
る
こ
と
に
注
目
さ
せ
る
。
さ
ら
に
、

文
法
構
造
・
品
詞
等
も
左
右
対
称
に
な
る
こ
と
に

気
づ
か
せ
る
。

　
　（

板
書
例
）

△

　
　
　
　
　
　

主
語（

名
詞）

烽
火
　

述
語（

動
詞）

連
◥

　
補
語（

名
詞）

三
月
◣

　
　
　
対
句

Ωαβαγ

△

　
　
　
　
　
　

主
語（

名
詞）

家
書
　

述
語（

動
詞）

抵
◥

　
補
語（

名
詞）

万
金
◣

問
こ
の
詩
の
優
れ
た
表
現
と
思
わ
れ
る
部
分
を
あ
げ
、

そ
の
理
由
を
述
べ
よ
。

補
各
自
に
自
由
に
述
べ
さ
せ
た
い
。
こ
と
に
、
な
ぜ

そ
の
表
現
を
あ
げ
る
の
か
、
そ
の
理
由
を
述
べ
さ

せ
る
。

問
こ
の
詩
の
日
本
文
学
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
知
っ

て
い
る
も
の
を
あ
げ
よ
。

答
松
尾
芭
蕉
「
お
く
の
ほ
そ
道
」
平
泉
の
段
。

問
詩
形
・
押
韻
を
調
べ
よ
。

答
「
構
成
」
参
照
。

性
の
髪
飾
り
で
あ
る
が
、
中
国
で
は
、
身
分
の
あ

る
男
性
が
冠
を
付
け
る
折
に
そ
れ
を
留
め
る
た
め

の
ピ
ン
を
い
う
。
た
だ
し
、
女
性
の
髪
飾
り
を
指

す
場
合
も
あ
る
。
中
国
で
は
、
貴
族
・
士
大
夫
は

人
前
で
は
髪
を
あ
ら
わ
に
せ
ず
、
必
ず
結
い
上
げ

て
冠
を
付
け
、
そ
れ
が
落
ち
な
い
よ
う
「
嶹
」
を

差
し
込
む
。
し
た
が
っ
て
簪
に
は
公
的
な
場
に
お

け
る
士
大
夫
を
象
徴
す
る
意
味
が
あ
り
、
そ
の
簪

も
さ
せ
な
く
な
る
こ
と
は
、
老
い
と
同
時
に
、
公

的
な
場
に
立
ち
得
な
い
こ
と
を
も
暗
示
す
る
。
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鑑
賞

　
こ
の
詩
は
、
杜
甫
の
詩
の
中
で
も
最
も
人
口
に
膾
炙
す
る
作
と
言
っ
て
よ

い
。
内
容
面
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
「
学
習
活
動
の
ポ
イ
ン
ト
」「
発
問
例
」

「
語
句
の
研
究
」
に
お
い
て
解
説
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
も
っ
ぱ
ら
形

式
面
の
工
夫
に
つ
い
て
解
説
を
加
え
る
。

　
律
詩
の
形
式
は
、
一
般
に
、
首
聯
は
導
入
部
と
し
て
散
句
（
非
対
句
）
で

作
詩
の
場
面
な
ど
を
設
定
し
、
頷
聯
と
頸
聯
は
詩
の
中
心
と
な
る
描
写
を
対

句
で
行
い
、
尾
聯
は
再
び
散
句
を
用
い
て
詩
意
を
示
す
こ
と
が
多
い
。
だ
が

こ
の
詩
は
、
首
聯
か
ら
対
句
に
よ
る
描
写
を
始
め
る
こ
と
で
、
い
き
な
り
杜

甫
の
感
慨
に
読
者
は
引
き
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
も
し
散
句
で
あ
れ
ば
、

「
春
望
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
示
す
よ
う
に
、
ど
こ
か
城
楼
な
ど
の
高
い
場

所
に
杜
甫
が
登
る
こ
と
を
ま
ず
述
べ
る
こ
と
も
あ
り
え
る
の
だ
が
、
そ
う
し

た
前
提
的
描
写
は
省
か
れ
、「
国
破
」
と
い
う
強
い
句
が
現
れ
、
そ
れ
と
対

照
的
に
「
山
河
在
」
と
い
う
句
が
呼
応
す
る
。「
城
春
」
と
「
草
木
深
」
は

同
様
に
主
述
構
造
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
は
第
一
句
の
よ
う
に
対

照
的
で
は
な
い
。
ま
た
、
第
二
句
は
「
山
河
在
」
の
具
体
的
な
状
況
に
つ
い

て
解
像
度
を
上
げ
て
春
の
季
節
の
あ
り
さ
ま
を
描
き
、
頷
聯
へ
の
導
入
と
も

な
っ
て
い
る
。

　
頷
聯
は
、
幸
福
な
季
節
の
象
徴
と
し
て
描
か
れ
る
春
の
花
や
鳥
が
む
し
ろ

悲
哀
の
対
象
（
悲
哀
の
主
体
）
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
う
た
い
、
頸
聯
は
、

一
転
し
て
、
そ
の
不
幸
な
時
間
の
長
さ
を
対
句
で
示
す
。
ま
た
頷
聯
ま
で
は

二
字
と
三
字
の
リ
ズ
ム
の
切
れ
目
が
そ
れ
ぞ
れ
述
語
を
も
つ
意
味
の
切
れ
目

と
も
な
り
、
一
句
に
二
つ
の
述
語
が
配
置
さ
れ
る
緊
密
感
を
出
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
頸
聯
は
一
句
で
一
つ
の
主
述
構
造
を
と
る
（「
烽
火
」「
家
書
」
は
そ

れ
ぞ
れ
「
連
三
月
」「
抵
万
金
」
の
主
語
）
こ
と
で
リ
ズ
ム
を
変
え
、
切
迫

し
た
悲
哀
の
感
情
か
ら
長
く
続
く
憂
愁
へ
の
展
開
を
支
え
て
い
る
。

　
尾
聯
は
さ
ら
に
「
白
頭
」
を
主
語
と
し
て
二
句
が
連
続
す
る
構
成
を
と
り
、

自
ら
の
こ
さ
れ
た
時
間
の
少
な
さ
、
公
的
な
将
来
に
も
見
通
し
が
見
え
な
い

こ
と
を
締
め
く
く
り
に
ふ
さ
わ
し
い
散
句
で
う
た
う
。
表
現
と
し
て
は
、
憂

愁
ゆ
え
に
「
白
頭
」
を
「
搔
」
く
と
い
う
こ
と
、
髪
の
「
短
」
が
こ
の
先
の

人
生
の
短
さ
も
示
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
の
二
つ
を
理
解
す
れ
ば
、「
更
」

と
い
う
字
が
、
憂
愁
ゆ
え
に
い
っ
そ
う
老
い
が
深
ま
る
こ
と
を
強
調
す
る
役

割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
も
見
え
て
く
る
だ
ろ
う
。

　
総
じ
て
、
こ
の
「
春
望
」
は
、
描
か
れ
た
情
景
と
感
情
の
切
実
さ
は
も
と

よ
り
、
律
詩
の
形
式
と
し
て
も
さ
ま
ざ
ま
に
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
す
べ
て
を
教
室
で
説
明
す
る
の
は
過
重
で
あ

る
が
、
一
端
な
り
と
も
か
み
砕
い
て
説
明
す
る
機
会
が
あ
れ
ば
、
漢
詩
の
表

現
技
巧
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
助
け
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
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八
月
十
五
日
夜
、
禁
中　
ニ

独　
リ

直　
シ

、
対
⒏

　
シ
テ

月　
ニ

憶　
フ

◥元
九　
ヲ

◣

白
居
易

作
者

白
居
易

　
七
七
二
年
〜
八
四
六
年
。
中
唐
の
詩
人
。
字
は
楽ら
く

天て
ん

。
太
原
（
山
西
省
太

原
市
）
の
人
。
号
は
酔
吟
先
生
・
香
山
居
士
。
幼
少
よ
り
文
才
を
現
し
、
貧

困
の
中
で
刻
苦
勉
励
し
た
。
貞
元
十
六
（
八〇〇）
年
、
進
士
に
及
第
。
こ
の

と
き
、
終
生
の
友
元げ
ん

稹し
ん

も
合
格
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
秘
書
省
校
書
郎
を
授

け
ら
れ
、
元
和
元
（
八〇六）
年
、
才
識
兼
茂
明
於
体
用
科
に
応
じ
、
元
稹
が

首
席
、
白
居
易
は
次
席
で
合
格
し
た
。
こ
の
年
、
堋ち
ゅ
う
ち
つ（
陝せ
ん

西せ
い

省
周
至
県
）

の
尉
を
授
け
ら
れ
て
い
る
。
翌
元
和
二
（
八〇七）
年
翰か
ん

林り
ん

学
士
と
な
り
、
同

三
（
八〇八）
年
に
は
左
拾
遺
に
就
任
。
元
和
五
（
八一〇）
年
、
京
け
い

兆
ち
ょ
う

府
戸こ

曹そ
う

参

軍
に
転
じ
た
が
、
翌
年
、
母
陳
氏
の
喪
に
服
し
て
退
任
し
、
喪
が
明
け
た
元

和
九
（
八一四）
年
、
長
安
に
召
喚
さ
れ
て
太
子
左さ

賛さ
ん

善ぜ
ん

大た
い

夫ふ

と
な
っ
た
。
翌

年
、
武ぶ

元げ
ん

衡こ
う

暗
殺
事
件
に
際
し
て
、
即
座
に
賊
を
逮
捕
す
る
よ
う
上
奏
し
た

こ
と
が
越
権
行
為
と
み
な
さ
れ
、
江
州
（
江
西
省
九
江
市
）
の
司
馬
に
左
遷

さ
れ
た
。
元
和
十
三
（
八一八）
年
に
は
忠
州
（
四
川
省
忠
県
）
の
刺
史
に
任

ぜ
ら
れ
た
が
、
同
十
五
（
八二〇）
年
、
穆ぼ
く

宗そ
う

が
即
位
す
る
と
、
再
び
都
に
召

喚
さ
れ
て
司
門
員
外
郎
と
な
り
、
次
い
で
主
客
郎
中
・
知ち

制せ
い

誥こ
う

に
任
ぜ
ら
れ

た
。
翌
元
和
十
六
（
八二一）
年
、
中
書
舎
人
と
な
っ
た
が
、
長
慶
二
（
八二二）

年
に
は
、
自
ら
外
任
を
希
望
し
て
杭
州
（
浙せ
っ

江こ
う

省
杭
州
市
）
の
刺
史
と
な
っ

た
。
こ
こ
で
は
、
治
水
工
事
に
力
を
注
ぎ
、
銭せ
ん

塘と
う

湖
の
利
水
事
業
な
ど
を
成

し
遂
げ
た
。
長
慶
四
（
八二四）
年
、
太
子
左
庶
子
に
任
ぜ
ら
れ
、
東
都
洛
陽

に
分
司
さ
れ
た
。
こ
の
冬
、
元
稹
の
手
に
よ
っ
て
「
白
氏
長
慶
集
」
の
編
集

が
完
成
し
た
。
宝
暦
元
（
八二五）
年
、
蘇そ

州し
ゅ
う（
江
蘇
省
蘇
州
市
）
の
刺
史
と

な
っ
た
が
、
翌
年
に
は
眼
疾
を
患
い
、
辞
任
し
て
洛
陽
に
帰
っ
た
。
太
和
元

（
八二七）
年
、
秘
書
監
に
就
任
し
、
紫
衣
と
金き
ん

魚ぎ
ょ

袋だ
い

を
賜
っ
た
。
太
和
二
（
八二

八）
年
、
刑
部
侍
郎
を
拝
し
た
が
、
病
気
を
理
由
に
洛
陽
に
退
隠
し
た
。
そ

の
頃
長
安
で
は
牛
李
（
牛ぎ
ゅ
う僧そ
う孺じ
ゅと
李
徳
裕
）
の
党
争
が
始
ま
っ
て
い
た
。
太

和
二
（
八二九）
年
、
太
子
賓
客
と
し
て
洛
陽
に
分
司
さ
れ
、
そ
の
後
、
河
南

尹
・
太
子
賓
客
分
司
・
太
子
少
傅
な
ど
の
官
を
歴
任
し
、
会
昌
二
（
八四二）

年
、
刑
部
尚
書
を
も
っ
て
致
仕
し
た
。
没
後
、
尚
書
右
僕
射
を
追
贈
さ
れ
て

い
る
。
友
人
の
元
稹
と
共
に
、
杜
甫
の
社
会
批
判
の
精
神
を
継
承
し
、
数
多

く
の
諷
諭
詩
を
作
っ
て
「
新し
ん

楽が

府ふ

運
動
」
を
起
こ
し
た
が
、
晩
年
は
閑
適
詩

を
専
ら
作
成
し
た
。
自
分
の
詩
を
諷
諭
・
閑
適
・
感
傷
・
雑
律
の
四
種
に
分

類
し
、
自
ら
は
諷
諭
詩
を
重
視
し
た
が
、
世
人
の
評
価
が
高
か
っ
た
の
は
、

感
傷
詩
や
雑
律
詩
で
あ
っ
た
。
そ
の
詩
は
、「
元げ
ん

軽け
い

白は
く

俗ぞ
く

」（
元
稹
は
軽
々
し

く
白
居
易
は
俗
っ
ぽ
い
）
と
評
さ
れ
る
よ
う
に
、
口
語
や
俗
語
を
避
け
な
い

平
易
流
暢
な
表
現
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
。
我
が
国
の
平
安
朝
文
学
へ
の

影
響
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
り
、
菅
原
道
真
の
漢
詩
や
紫
式
部
の
「
源

氏
物
語
」
の
成
立
は
白
居
易
の
文
学
を
抜
き
に
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
。
韓

愈
と
共
に
「
韓
白
」
と
併
称
さ
れ
る
。「
白
氏
文
集
」
が
あ
る
。
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出
典

白
氏
文
集

　
七
十
一
巻
。
白
居
易
が
自
ら
の
詩
文
を
集
め
て
編
集
し
た
も
の
。
も
と
七

十
五
巻
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
一
時
の
編
で
は
な
く
、
白
氏
長
慶
集
五
十
巻

（
長
慶
四
年
・
八二四年）
・
後
集
二
十
巻
（
太
和
二
年
・
八二八年）

・
続
後
集
五

巻
と
漸
次
集
め
ら
れ
て
、
会
昌
五
（
八四五）
年
に
成
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ

の
間
に
も
、
六
十
巻
（
東
林
寺
本
。
太
和
九
年
・
八三五年
）、
六
十
五
巻
（
聖

善
寺
本
。
開
成
元
年
・
八三六年
）、
六
十
七
巻
（
南
禅
寺
本
。
開
成
四
年
・
八三

九年
）
と
、
別
個
に
た
び
た
び
集
め
ら
れ
て
い
る
。
現
在
、
も
と
の
も
の
は

伝
わ
ら
な
い
。
現
存
す
る
も
の
は
七
十
一
巻
で
あ
る
。
通
行
し
て
い
る
も
の

の
中
に
も
、
配
列
や
字
句
に
異
同
が
見
ら
れ
る
。
中
で
も
、
宮
内
庁
所
蔵
の

「
白
氏
長
慶
集
」
七
十
一
巻
は
、
我
が
国
、
那
波
道
円
の
古
活
字
本
（
元
和

四
（
一六一八）
年
。
北
宋
刊
本
に
由
来
し
て
い
る
）
で
あ
り
、
前
集
・
後
集
・

続
集
の
体
制
を
整
え
て
文
集
の
旧
を
伝
え
、
最
も
信
の
お
け
る
も
の
と
さ
れ

る
。「
八
月
十
五
日
夜
、
禁
中
独
直
、
対
⒏月
憶
◥元
九
◣」
は
巻
十
四
所
収
。

本
教
科
書
は
、
明
治
書
院
「
新
釈
漢
文
大
系
　
白
氏
文
集
三
」（
岡
村
繁
著
）

に
よ
っ
た
。

主
題

　
中
秋
の
名
月
の
夜
、
た
ま
た
ま
宮
中
に
宿
直
し
た
作
者
は
、
遠
く
江
陵
に
左
遷
さ
れ
た
親
友
元げ
ん

稹し
ん

を
思
い
、
そ
の
身
の
上
を
心
配
す
る
。

構
成

第
一
・
二
句（
首し
ゅ

聯れ
ん

）…
壮
麗
な
宮
中
の
建
物
に
夜
は
更
け
、
私
は
翰
林
院
に
宿
直
を
し
て
い
る
。〈
場
面
の
設
定
〉

第
三
・
四
句（
頷が
ん

聯れ
ん

）…
（
対
句
）
昇
っ
て
き
た
満
月
の
光
に
は
、
遠
く
離
れ
た
親
友
の
元
稹
の
心
が
見
え
る
よ
う
だ
。〈
月
の
光
に
よ
る
直
感
〉

第
五
・
六
句（
頸け
い

聯れ
ん

）…
（
対
句
）
君
の
い
る
江
陵
で
は
も
や
が
漂
い
、
私
の
い
る
宮
中
で
は
時
を
告
げ
る
鐘
の
音
が
響
く
。〈
友
と
自
分
の
居
場
所
の
対
比
〉

第
七
・
八
句（
尾び

聯れ
ん

）…
江
陵
は
じ
め
じ
め
し
て
い
る
の
で
、
君
が
こ
の
月
の
光
を
見
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
心
配
す
る
。〈
友
へ
の
心
情
〉

〈

詩
形
・
押
韻
・
対
句〉

　
詩
形
㉔
七
言
律
詩
。

押
韻
㉔
「
沈チ
ン

」（
第
一
句）

・「
林リ
ン

」（
第
二
句）

・「
心シ
ン

」（
第
四
句）

・「
深シ
ン

」（
第
六
句）

・「
陰イ
ン

」（
第
八
句）

・
下
平
声
十
二
・
侵シ
ン

韻
。

対
句
㉔
第
三
句
・
四
句
、
第
五
句
・
六
句
。
頷
聯
の
よ
う
に
「
三
五
」
と
「
二
千
」
の
数
字
の
対
応
を
し
て
い
る
対
句
を
「
数す
う

対つ
い

」
と
呼

ぶ
こ
と
が
あ
る
。
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訓
読
と
現
代
語
訳

①
銀ぎ
ん

台だ
い

　
金き
ん

闕け
つ

　
夕ゆ
ふ

べ
沈ち
ん

沈ち
ん

①
宮
中
の
美
し
い
高
殿
や
門
が
し
ん
し
ん
と
更
け
る
夜
に
静
ま
る
こ
ろ
、

②
独ひ
と

り
宿し
ゆ
くし
　
相あ
ひ

思お
も

ひ
て
　
翰か
ん

林り
ん

に
在あ

り

②
私
は
一
人
宿
直
し
て
、
遠
い
君
に
思
い
を
馳
せ
て
翰
林
院
に
い
る
。

③
三さ
ん

五ご

夜や

中ち
ゆ
う　
新し
ん

月げ
つ

の
色い
ろ

③
八
月
十
五
日
中
秋
の
夜
、
昇
り
始
め
た
月
の
光
を
眺
め
る
と
、

④
二に

千せ
ん

里り

外ぐ
わ
い　
故こ

人じ
ん

の
心こ
こ
ろ

④
二
千
里
の
遠
方
に
い
る
君
の
心
情
が
思
わ
れ
る
。

⑤
渚し
よ

宮き
ゆ
うの
東と
う

面め
ん

　
煙え
ん

波ぱ

冷ひ

や
や
か
に

⑤
君
の
い
る
江
陵
の
渚
宮
の
東
の
方
で
は
、
も
や
や
波
が
月
光
を
受
け
て
冷
た
く
光
っ
て
い
る
だ
ろ

う
。

⑥
浴よ
く

殿で
ん

の
西せ
い

頭と
う

　
鐘
し
よ
う

漏ろ
う

深ふ
か

し

⑥
私
の
い
る
宮
中
の
浴
殿
の
西
側
で
は
、
時
刻
を
告
げ
る
鐘
と
水
時
計
の
音
が
静
か
に
刻
ま
れ
て
ゆ

く
。

⑦
猶な

ほ
恐お
そ

る
　
清せ
い

光く
わ
う　
同お
な

じ
く
は
見み

ざ
る
を

⑦
（
君
も
こ
の
名
月
を
見
て
い
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
で
も
）
私
は
な
お
心
配
す
る
。
こ
の
清
ら
か
な

月
光
が
、
そ
ち
ら
で
は
私
と
同
じ
よ
う
に
見
え
ぬ
の
で
は
な
い
か
、
と
。

⑧
江か
う

陵り
よ
うは
卑ひ

湿し
つ

に
し
て
　
秋し
う

陰い
ん

足た

る

⑧
君
の
い
る
江
陵
は
土
地
が
低
く
、
湿
気
が
多
く
（
じ
め
じ
め
し
た
土
地
で
）、
秋
の
空
も
く
も
り
が

ち
だ
と
い
う
か
ら
。
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学
習
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

展
開
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

学
習
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

❶
詩
の
黙
読
。
そ
の
後
、
範
読
を
聞
く
。

❷
一
斉
読
み
。
そ
の
後
、
指
名
に
よ
っ
て
音
読
す
る
。
そ
の
際
、
対
句

に
注
意
す
る
。

❸
詩
の
書
き
下
し
文
を
完
成
さ
せ
る
。
知
技
⑵
ウ

❹
正
確
に
現
代
語
訳
す
る
。

❺
作
者
と
、
こ
の
詩
の
成
立
の
背
景
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

❻
対
句
表
現
を
指
摘
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対
句
の
表
現
上
の
特
徴
を
理
解

す
る
。〔「
言
葉
と
表
現
」
１
〕

❼
全
体
の
流
れ
か
ら
、
作
者
の
友
情
の
深
さ
が
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ

て
い
る
か
を
理
解
す
る
。

❽
詩
形
・
押
韻
に
つ
い
て
、
確
認
す
る
。〔「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
１
〕

❶
句
中
の
切
れ
目
が
は
っ
き
り
す
る
よ
う
に
範
読
す
る
。

❷
七
言
律
詩
の
詩
形
を
理
解
し
、
対
句
が
ど
こ
に
あ
る
か
を
確
認
さ
せ
る
。

単
元
の
中
で
最
も
字
数
の
多
い
詩
で
あ
り
、
対
句
の
美
し
さ
に
特
徴
が
あ

る
こ
と
に
注
意
し
、
丁
寧
に
音
読
さ
せ
る
。

❹
漢
和
辞
典
を
引
い
て
、
訳
出
さ
せ
る
。
辞
書
で
引
か
せ
る
語
句
は
、「
銀

台
」「
金
闕
」「
相
思
」「
故
人
」「
煙
波
」「
西
頭
」「
清
光
」
等
。
訳
を
作

る
の
が
困
難
で
あ
れ
ば
、
辞
書
に
よ
る
調
査
に
止
め
、
お
お
ま
か
な
意
味

を
考
え
さ
せ
て
お
く
だ
け
で
も
よ
い
。

❺
「
作
者
」
を
も
と
に
簡
潔
に
説
明
す
る
。

❻
⒜
首
聯
㉔
華
麗
な
宮
中
の
建
物
の
点
描
と
、
そ
の
中
で
一
人
で
友
を
思

う
自
分
と
の
対
比
。

　
⒝
頷
聯
㉔
数
字
を
軸
に
し
た
対
句
。
月
の
光
と
友
の
心
を
対
比
さ
せ
な

が
ら
実
は
両
者
を
結
び
付
け
、
友
の
心
情
を
理
解
し
て
い
る
こ

と
を
示
す
。

　
⒞
頸
聯
㉔
場
所
を
軸
に
し
た
対
句
。
自
分
と
友
の
い
る
場
所
を
対
比
し
、

友
の
身
の
上
を
思
い
や
る
。

　
⒟
尾
聯
㉔
友
の
い
る
江
陵
の
地
を
集
中
し
て
描
き
、
月
の
光
を
友
が
見

ら
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
不
安
と
、
そ
う
で
な
い
よ
う

に
祈
る
願
望
と
を
描
く
。

　
　
最
終
的
に
は
、
⒜
と
⒟
が
対
応
し
、
自
己
の
い
る
華
麗
な
宮
中
の
さ
ま

と
、
友
の
い
る
じ
め
じ
め
し
た
江
陵
の
さ
ま
と
が
対
比
さ
れ
て
浮
か
び
上

が
る
。「
発
問
例
」
を
参
考
に
、
対
句
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
対
比
が

見
ら
れ
る
か
を
考
え
る
。

　
⒜
例
え
ば
、
頷
聯
で
は
「
新
月
」
と
「
故
人
」
が
対
応
し
て
い
る
が
、

「
新
」（
あ
た
ら
し
い
）
と
「
故
」（
ふ
る
い
）
と
い
う
修
飾
語
が
見

事
に
対
称
と
な
っ
て
い
る
。
同
じ
く
「
色
」（
目
に
見
え
る
も
の
）

と
「
心
」（
目
に
見
え
な
い
も
の
）
と
が
対
称
と
な
っ
て
い
て
、
目

に
見
え
る
月
の
「
色
」（
光
）
に
よ
っ
て
、
目
に
見
え
な
い
友
の
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「
心
」
を
実
感
す
る
作
者
の
思
い
が
分
か
っ
て
く
る
。

　
⒝
ま
た
頸
聯
で
は
、「
渚
宮
」
と
「
浴
殿
」
が
、
宮
殿
の
名
前
に
よ
っ

て
、
二
人
の
い
る
場
所
を
対
称
的
に
表
し
て
い
る
。「
東
面
」
と

「
西
頭
」
は
方
角
を
対
比
し
て
い
る
。「
煙
波
」
は
視
覚
的
表
現
で
あ

る
の
に
対
し
、「
鐘
漏
」
は
聴
覚
的
表
現
で
あ
る
等
、
豊
か
な
対
比

に
よ
っ
て
奥
深
い
思
い
を
描
い
て
い
る
。

❼
❹
❺
を
ま
と
め
直
し
、
全
体
が
名
月
の
光
と
か
ら
み
あ
う
よ
う
に
、
友

情
が
表
現
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
。

ま
と
め
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

学
習
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

❶
【
律
詩
】
の
詩
に
つ
い
て
、
ま
と
め
の
学
習
活
動
を
行
う
。

　
知
技
⑵
イ
、
思
判
表
Ｂ
⑴
ア
・
イ
・
ウ
・
エ
　
主
態
〔「
言
語
活
動
」
１
〕

ア
「
春
望
」
を
書
い
た
当
時
の
杜
甫
の
境
遇
と
時
代
背
景
を
調
べ
る
。

イ
「
八
月
十
五
日
夜
…
」
を
書
い
た
当
時
の
白
居
易
と
元
稹
の
境
遇
と
時

代
背
景
を
調
べ
る
。

ウ
詩
と
時
代
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
杜
甫
と
白
居
易
の
共
通
点
と
相
違
点

に
つ
い
て
考
え
る
。

❶
ア
…
最
初
に
、
八
世
紀
の
中
国
の
状
況
に
つ
い
て
、
教
科
書
や
百
科
事
典
、

中
国
史
の
概
説
書
等
を
利
用
し
な
が
ら
、
全
体
の
流
れ
を
把
握
さ
せ
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
詩
が
至
徳
二
載
（
七五七年
）
三
月
に
作
ら
れ
た
こ
と
を

示
し
、
そ
の
前
年
の
六
月
、
安
禄
山
に
よ
っ
て
長
安
が
陥
落
し
て
玄
宗

が
蜀
へ
と
脱
出
し
、
七
月
に
粛
宗
が
霊
武
（
今
の
寧
夏
回
族
自
治
区
）

で
帝
位
に
つ
い
て
至
徳
に
改
元
し
た
こ
と
に
注
意
さ
せ
る
。
杜
甫
の
境

遇
と
し
て
は
、
杜
甫
が
粛
宗
の
即
位
を
聞
い
て
そ
の
も
と
に
行
こ
う
と

し
て
安
禄
山
の
軍
に
捕
ら
え
ら
れ
、
長
安
に
監
禁
さ
れ
こ
と
、
家
族
は

鄜ふ

州
に
疎
開
し
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
こ
の
詩
を
作
っ
た
後
の
四
月
、

杜
甫
は
長
安
を
脱
出
し
て
粛
宗
の
行
在
所
に
た
ど
り
つ
い
た
こ
と

（「
作
者
」
の
項
参
照
）
な
ど
を
説
明
す
る
。
参
考
文
献
と
し
て
川
合
康

三
『
杜
甫
』（
岩
波
新
書
、
二
〇
一
二
）、
指
導
者
用
と
し
て
松
原
朗
編

『
杜
甫
と
玄
宗
皇
帝
の
時
代
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
八
）、
川
合
康
三

『
杜
甫
』
上
（
明
治
書
院
、
二
〇
一
九
）
を
活
用
す
る
と
よ
い
。

　
イ
…
白
居
易
と
元
稹
の
歩
み
に
つ
い
て
、
彼
ら
が
進
士
に
及
第
し
た
貞
元

十
六
（
八〇〇）
年
か
ら
、
こ
の
詩
が
制
作
さ
れ
た
元
和
五
（
八一〇）
年
ま

で
確
認
を
し
（「
作
者
」
の
項
参
照
）、
彼
ら
が
科
挙
に
よ
る
新
興
官
僚

と
し
て
官
位
を
上
昇
さ
せ
つ
つ
、
権
臣
や
宦
官
と
の
軋
轢
も
あ
り
、
そ

れ
が
元
稹
の
左
遷
を
招
い
た
（
江
陵
へ
の
左
遷
は
、
監
察
御
史
で
あ
っ

た
元
稹
が
宦
官
仇
士
良
と
衝
突
し
た
こ
と
に
よ
る
）
こ
と
に
注
意
さ
せ

る
。

　
　
　
白
居
易
に
つ
い
て
は
川
合
康
三
『
白
楽
天
』（
岩
波
新
書
、
二
〇
一

〇
）
な
ど
多
く
の
参
考
文
献
が
あ
る
が
、
元
稹
に
つ
い
て
は
、
小
川
環

樹
編
『
唐
代
の
詩
人
』（
大
修
館
書
店
、
一
九
七
五
）、「
デ
ジ
タ
ル
版

集
英
社
世
界
文
学
大
事
典
」（JapanKnow

ledge，
https：

//
japanknow

ledge．com

）
な
ど
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
指
導
者
が

材
料
を
提
供
す
る
な
ど
の
工
夫
が
必
要
に
な
る
。
白
居
易
と
元
稹
の
交

遊
に
つ
い
て
は
、
太
田
次
男
ほ
か
編
『
白
居
易
の
文
学
と
人
生
２
』
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（
白
居
易
研
究
講
座
、
勉
誠
出
版
、
一
九
九
三
）
が
参
考
に
な
る
。
ま

た
、
官
位
へ
の
理
解
も
あ
る
程
度
必
要
に
な
る
が
、
向
嶋
成
美
編
『
李

白
と
杜
甫
の
事
典
』「
李
白
と
杜
甫
の
時
代
　
二
唐
代
の
政
治
と
官
制
」

が
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
ま
っ
て
い
て
、
全
体
像
を
把
握
す
る
の
に
役
立

つ
。

　
ウ
…
杜
甫
と
白
居
易
の
官
僚
と
し
て
の
あ
り
か
た
の
違
い
を
ま
ず
把
握
さ

せ
、
八
世
紀
か
ら
九
世
紀
に
か
け
て
の
時
代
の
変
化
に
も
気
づ
か
せ
る
。

杜
甫
が
皇
帝
か
ら
直
接
任
命
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
い
っ
た
ん
皇
帝
が

不
在
に
な
れ
ば
孤
立
し
て
し
ま
う
運
命
で
あ
る
の
に
対
し
、
白
居
易
は

元
稹
と
と
も
に
受
験
勉
強
を
し
て
進
士
に
及
第
し
て
い
る
た
め
、
皇
帝

権
力
の
存
在
は
大
き
い
に
せ
よ
、
国
家
の
官
僚
と
し
て
横
の
つ
な
が
り

が
あ
る
。
教
材
の
二
首
の
詩
に
お
い
て
は
、「
春
望
」
が
孤
独
の
う
ち

に
う
た
わ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、「
八
月
十
五
日
夜
…
」
は
友
へ
呼

び
か
け
る
詩
で
あ
る
と
こ
ろ
に
、
そ
う
し
た
境
遇
の
違
い
を
感
じ
取
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
前
者
に
は
戦
乱
に
よ
る
切
迫
感
が
あ
る
の
に

対
し
て
、
後
者
に
は
一
定
の
秩
序
を
回
復
し
た
時
期
の
叙
情
が
あ
る
こ

と
も
、
時
代
背
景
の
違
い
を
理
解
さ
せ
る
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
だ
ろ
う
。

　【
評
価
】
杜
甫
と
白
居
易
の
の
境
遇
と
時
代
背
景
を
踏
ま
え
て
内
容
の
解

釈
を
深
め
て
い
る
か
、
ま
た
二
つ
の
詩
を
比
較
す
る
話
し
合
い
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
る
か
、
発
言
や
行
動
を
確
認
す
る
。
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発
問
例

●
一
五
三
ペ
ー
ジ

問
第
一
・
二
句
（
首
聯
）
に
つ
い
て
、

㍽Ａ
作
者
の
い
る
場
所
が
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て

い
る
か
、
第
一
句
・
第
二
句
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て

述
べ
な
さ
い
。

㍽Ｂ
作
者
は
ど
の
よ
う
な
場
所
に
い
る
の
か
、
簡
潔

に
答
え
よ
。

答
㍽Ａ
第
一
句
＝
「
銀
台
」「
金
闕
」
と
あ
り
、
宮
中

の
華
麗
な
「
台
」「
闕
」
な
ど
の
建
物
群
に
囲

ま
れ
て
い
る
。

第
二
句
＝
「
翰
林
」（
翰
林
院
）
と
あ
り
、「
翰

林
院
」
と
い
う
役
所
に
い
る
の
だ
が
、
一
瞬

「
林
」
の
中
に
い
る
よ
う
な
静
寂
と
孤
独
を
感

じ
さ
せ
る
。

㍽Ｂ
宮
中
の
「
台
」「
闕
」
な
ど
の
建
物
群
に
囲
ま

れ
た
翰
林
院
と
い
う
場
所
（
役
所
）。

補
こ
の
他
に
も
「
沈
沈
」
で
、
宮
中
が
月
光
の
中
に

静
ま
り
か
え
っ
て
い
る
こ
と
、「
独
宿
」「
相
思
」

で
、
作
者
が
孤
独
の
中
に
友
を
思
っ
て
宿
直
し
て

い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

問
元
稹
は
今
ど
こ
に
い
る
の
か
、
詩
中
の
語
で
答
え

よ
。

答
江
陵

問
「
三
五
夜
中
新
月　

ノ

色
」（
第
三
句
）
を
現
代
語
訳
せ

よ
。

語
句
の
研
究

●
一
五
三
ペ
ー
ジ

1
八
月
十
五
日
夜
　
旧
暦
中
秋
の
名
月
の
夜
。
時
に

元
和
五
（
八一〇）
年
八
月
十
五
日
の
夜
、
三
十
九

歳
の
白
居
易
は
翰
林
学
士
と
し
て
長
安
の
宮
中
に

お
い
て
宿
直
に
あ
た
り
、
親
友
の
元
稹
は
左
遷
さ

れ
て
江
陵
（
湖
北
省
荆け

い

州し
ゅ
う市
）
に
い
た
。

1
禁
中
独
直
　
宮
中
で
一
人
宿
直
を
す
る
。「
禁
中
」

は
、
宮
中
。
天
子
の
居
所
。「
直
」
は
、
と
の
い
。

宿
直
す
る
こ
と
。

2
元
九
　
元げ
ん

稹し
ん

。「
九
」
は
排
行
（
一
族
同
世
代
の

兄
弟
・
い
と
こ
な
ど
の
年
齢
の
順
位
）。
七
七
九

年
〜
八
三
一
年
。
字
は
、
微び

之し

。
中
唐
の
詩
人
。

河
南
の
人
。
貞
元
十
六
（
八〇〇）
年
の
進
士
。
作

者
の
親
友
で
、
こ
の
と
き
江
陵
（
現
在
の
湖
北
省

荆
州
市
）
に
左
遷
さ
れ
て
い
た
。

3
銀
台
　
銀
台
門
。
翰
林
院
の
南
側
の
門
の
名
。

3
金
闕
　
金き

ん

鑾ら
ん

門
。
翰
林
院
の
西
隣
の
門
の
名
。
金

鑾
殿
と
も
い
う
。
た
だ
し
、「
銀
台
」「
金
闕
」
ど

ち
ら
も
、
よ
り
広
く
、
宮
中
の
華
麗
な
建
築
群
を

指
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
教
科
書

で
は
、
後
者
の
説
に
従
い
、「
銀
台
金
闕
」
で
、

「
宮
中
の
美
し
い
高
殿
や
門
」
と
解
し
た
。

3
沈
沈
　（

夜
が
）
し
ん
し
ん
と
更
け
る
。

3
相
思
　（

君
を
）
思
う
。「
相
」
は
、
下
の
動
詞
が

は
っ
き
り
と
し
た
対
象
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
示

す
助
字
。
こ
こ
で
は
、「
お
互
い
に
」
と
い
う
意

味
で
は
な
い
。

3
翰
林
　
宮
中
の
役
所
の
名
。
翰
林
院
。
当
時
作
者

は
、
翰
林
学
士
だ
っ
た
。
翰
林
院
は
、
天
子
の
詔

勅
や
上
奏
文
を
扱
う
宮
中
の
役
所
。
そ
の
詔
勅
作

成
を
行
う
の
が
翰
林
学
士
。
作
者
は
、
他
の
官
職

を
兼
ね
て
、
こ
の
職
に
当
た
っ
て
い
た
。

4
三
五
夜
　
十
五
夜
。
掛
け
算
の
形
で
い
っ
た
も
の
。

4
新
月
　
夜
空
に
昇
り
始
め
た
月
。
現
代
日
本
語
で

は
、
ふ
つ
う
、「
陰
暦
で
、
月
の
初
め
の
頃
出
る

月
」
を
意
味
す
る
が
、
こ
こ
で
は
違
う
意
味
で
あ

る
。

4
二
千
里
外
　
二
千
里
の
外
。
二
千
里
も
遠
く
離
れ

て
い
る
こ
と
。「
外
」
は
、
自
分
の
ほ
う
か
ら
見

て
、（
遠
い
）
彼
方
か
な
た

。

4
故
人
心
　
友
の
心
。「
故
人
」
は
、
古
く
か
ら
の

知
り
合
い
、
昔
か
ら
の
友
人
。
こ
こ
で
は
元
稹
を

指
す
。

5
渚
宮
　
戦
国
時
代
の
楚
王
の
宮
殿
。
元
稹
の
い
る

江
陵
に
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
実
際
に
は
、
江
陵
の

役
所
を
い
う
。

5
煙
波
　
も
や
が
立
ち
こ
め
た
水
波
。
も
や
の
か
か

っ
た
水
面
。
ま
た
、
も
や
と
波
。
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答
八
月
十
五
日
中
秋
の
夜
、
昇
り
始
め
た
月
の
光
よ
。

問
◉
「
二
千
里
外
故
人
心
」（
第
四
句
）
と
は
、
誰
の
、

ど
の
よ
う
な
心
の
こ
と
を
言
う
の
か
。

答
二
千
里
も
の
彼
方
に
遠
く
離
れ
て
い
る
友
（
元

稹
）
の
心
を
思
う
（
友
の
心
を
し
の
ぶ
）、
作
者

の
心
。

補
第
三
句
は
動
詞
「
見
」
が
省
略
さ
れ
て
お
り
、
第

四
句
は
動
詞
「
思
」
が
省
略
さ
れ
て
い
る
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
「
見　

ル

◥新
月　
ノ

色　
ヲ

◣」
と
、

「
思　

フ

◥故
人　
ノ

心　
ヲ

◣」
の
で
あ
る
。
次
の
よ
う
に
板
書

し
て
み
て
も
よ
い
。

△

　
　
　（

板
書
例）

　
見　
テ

◥三
五
夜
中　
ノ

新
月　
ノ

色　
ヲ

◣

△

　
　
　
　
　
　
　
　
思　
フ

◥二
千
里
外　
ノ

故
人　
ノ

心　
ヲ

◣

　
　
　
た
だ
し
、
こ
の
他
に
も
解
釈
の
可
能
性
は
あ
る
。

「
昇
り
始
め
た
月
の
清
ら
か
な
光
は
、
遠
く
離
れ

た
君
の
清
ら
か
な
心
そ
の
も
の
の
よ
う
（
に
輝
い

て
い
る
）」
と
か
、「
昇
り
始
め
た
月
の
光
を
、
友

も
私
を
思
う
心
で
見
て
い
る
だ
ろ
う
」
等
。
体
言

だ
け
で
構
成
さ
れ
て
い
る
対
句
な
の
で
、
解
釈
に

広
が
り
が
出
る
の
は
、
む
し
ろ
自
然
で
あ
る
。

問
第
七
・
八
句
（
尾
聯
）
に
つ
い
て
、

㍽１

「
猶　
ホ

恐　
ル

清
光
不
◥
　
ル
ヲ

同
　
　
ジ
ク
ハ

見
◣」（
第
七
句
）
と
あ
る
が
、

○Ⅰ
⑴
「
恐　
ル

」、
⑵
「
不
◥
　
ル
ヲ

同
　
　
ジ
ク
ハ

見
◣」
の
主
語
は
そ

れ
ぞ
れ
誰
か
。

○Ⅱ
「
猶　
ホ

恐　
ル

」
と
は
、
⑴
何
を
、
⑵
な
ぜ
恐
れ
て
い

る
の
か
、
分
か
り
や
す
く
説
明
せ
よ
。

㍽２

こ
の
二
句
（
尾
聯
）
は
、
作
者
の
ど
の
よ
う
な
思

い
を
表
し
て
い
る
の
か
。

答
㍽１○Ⅰ

⑴
作
者
（
白
居
易）

⑵
元
稹

○Ⅱ
⑴
こ
の
月
が
あ
な
た
（
元
稹
）
に
は
見
え
な
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
。

⑵
あ
な
た
（
元
稹
）
の
い
る
江
陵
は
土
地
が
低

く
て
湿
っ
ぽ
く
、
秋
に
曇
り
の
日
が
多
い
か

ら
。

㍽２
元
稹
も
今
夜
、
同
じ
よ
う
に
月
を
見
て
い
る
だ

ろ
う
か
、
江
陵
は
曇
り
で
月
が
見
え
な
い
の
で

は
な
い
か
、
と
い
う
不
安
感
。
そ
れ
は
、
同
じ

体
験
（
名
月
を
見
る
）
を
共
有
で
き
な
い
の
で

は
な
い
か
と
い
う
、
孤
独
感
・
寂
寥
感
で
も
あ

る
。
さ
ら
に
、
そ
こ
に
友
（
元
稹
）
の
身
に
、

何
か
不
吉
な
こ
と
が
起
こ
ら
な
け
れ
ば
よ
い
が
、

と
い
う
（
不
安
を
打
ち
消
そ
う
と
す
る
）
願

望
・
祈
念
も
込
め
ら
れ
て
い
る
。

問
詩
形
・
押
韻
を
調
べ
よ
。

答
「
構
成
」
参
照
。

5
浴
殿
　
長
安
の
宮
中
に
あ
っ
た
宮
殿
。
浴
堂
殿
。

翰
林
院
の
東
南
に
あ
っ
た
。

5
西
頭
　
西
の
辺
り
。「
頭
」
は
、「
辺
り
」
の
意
。

「
浴
殿
西
頭
」
と
は
、
作
者
の
宿
直
を
し
て
い
る

翰
林
院
を
い
う
。

5
鐘
漏
　「
鐘
」
は
、
時
を
告
げ
る
鐘
。「
漏
」
は
、

漏
刻
で
、
水
時
計
を
い
う
。

6
清
光
　
月
の
清
ら
か
な
光
。

6
卑
湿
　（

土
地
が
）
じ
め
じ
め
し
て
い
る
。
土
地

が
低
く
、
湿
気
が
多
い
。「
卑
」
は
、
低
い
こ
と
。

中
国
で
は
当
時
、
長
安
・
洛
陽
を
中
心
と
す
る
北

方
の
ほ
う
が
中
央
で
あ
り
、
政
治
・
文
化
の
中
心

だ
っ
た
た
め
、
南
方
の
土
地
に
対
し
て
、
低
湿
で

風
土
病
の
多
い
所
と
感
じ
て
い
た
。

6
秋
陰
　
秋
ぐ
も
り
。
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鑑
賞

　
大
江
維
時
『
千
載
佳
句
』
以
来
、
と
り
わ
け
頷
聯
は
日
本
で
も
人
口
に
膾

炙
し
て
い
る
。「
学
習
活
動
の
ポ
イ
ン
ト
」
の
「
展
開
」
の
項
で
詳
説
し
て

い
る
よ
う
に
、「
春
望
」
と
は
異
な
っ
て
、
散
・
対
・
対
・
散
と
い
う
標
準

的
な
律
詩
の
構
成
を
と
り
、
整
っ
た
印
象
を
与
え
る
。
散
句
で
あ
る
首
聯
に

お
い
て
も
、「
銀
台
」
と
「
金
闕
」、「
独
宿
」
と
「
相
思
」
が
対
偶
を
な
し
、

さ
ら
に
第
一
句
で
宮
殿
、
第
二
句
で
自
身
の
す
が
た
を
描
き
出
す
と
い
う
入

れ
子
的
な
対
偶
構
成
を
と
り
つ
つ
、
七
言
句
に
よ
る
叙
述
の
細
や
か
さ
も
確

保
し
て
い
る
。
頷
聯
と
頸
聯
も
対
の
軸
が
明
確
で
あ
る
こ
と
は
詩
の
安
定
感

に
寄
与
し
て
い
る
。

　
一
方
で
、
そ
れ
に
止
ま
ら
な
い
点
も
あ
る
。
頸
聯
で
は
、「
渚
」
と
「
浴
」、

「
波
」
と
「
漏
」
の
よ
う
に
対
に
な
っ
て
い
る
文
字
が
水
に
関
わ
る
語
と
な

っ
て
、
尾
聯
の
「
湿
」
へ
の
伏
線
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
は
、
技
巧
と
し
て

認
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
尾
聯
は
、
始
め
の
「
猶
恐
」
か
ら
結
び
の

「
足
秋
陰
」
ま
で
、
思
い
を
伝
え
る
月
光
す
ら
も
遮
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い

土
地
に
い
る
友
を
案
じ
る
心
で
貫
か
れ
て
お
り
、
む
し
ろ
不
安
感
が
強
調
さ

れ
て
い
る
。
首
聯
の
構
成
と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
七
言
律
詩
と
し
て
き
わ
め
て
整
っ
た
形
を
と
り
、
月
を
介
し
て

思
い
を
伝
え
合
う
と
い
う
伝
統
的
な
モ
チ
ー
フ
を
用
い
な
が
ら
、
そ
れ
が
か

な
わ
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
不
安
を
友
の
境
遇
へ
の
思
い
と
重
ね
て
、

尾
聯
へ
と
高
め
て
い
く
流
れ
も
ま
た
こ
の
詩
の
特
色
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の

不
安
は
友
か
ら
の
返
事
に
よ
っ
て
解
消
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。

　
実
際
、
元
稹
か
ら
は
白
居
易
の
詩
の
韻
字
を
用
い
た
「
酬
◥楽
天
八
月
十

五
夜
禁
中
独
直
玩
⒏月
見
⑴寄
」（『
元
氏
長
慶
集
』
巻
一
七
）
が
返
さ
れ
て
い

る
。
だ
が
、「
煙
霄
」（
も
や
）
の
向
こ
う
に
月
が
見
え
に
く
い
こ
と
が
言
及

さ
れ
、
彼
我
の
境
遇
の
差
を
む
し
ろ
強
調
し
て
、
白
居
易
の
思
い
を
素
直
に

受
け
取
る
詩
に
は
な
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
憶
測
を
逞
し
く
す
れ
ば
、

結
句
は
、
江
陵
の
自
然
を
想
像
し
て
描
く
の
み
な
ら
ず
、
左
遷
さ
れ
た
元
稹

の
鬱
屈
し
た
心
情
を
思
い
や
っ
て
重
ね
合
わ
せ
よ
う
と
し
た
も
の
か
も
し
れ

ず
、
ま
た
、
白
居
易
に
そ
の
意
図
は
な
く
と
も
、
元
稹
は
そ
の
よ
う
に
受
け

取
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
詩
を
元
稹
と
の
詩
の
応
酬
の

文
脈
に
置
き
直
せ
ば
、
境
遇
の
差
が
友
情
に
波
風
を
立
た
せ
か
ね
な
い
こ
と

も
含
め
て
、
ま
た
異
な
っ
た
す
が
た
が
見
え
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

　
ち
な
み
に
元
稹
の
返
詩
は
、
用
韻
詩
、
す
な
わ
ち
白
居
易
の
詩
の
韻
字
を

順
不
同
に
す
べ
て
用
い
た
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

酬
◥楽
天
八
月
十
五
夜
禁
中
独
直
玩
⒏月
見
⑴寄
（
楽
天
の
八
月
十
五
夜

禁
中
に
て
独
り
直
し
月
を
玩
び
て
寄
せ
ら
る
に
酬
ゆ
）

一
年
秋
半
月
偏
深
　
一
年
秋
半
ば
な
れ
ば
月
偏ひ
と

へ
に
深
し

況
就
◥煙
霄
◣極
◥賞
心
◣　
況
ん
や
煙え
ん

霄し
よ
うに
就
き
て
賞
心
を
極
む
る
を
や

金
鳳
台
前
波
漾
漾
　
金
鳳
台
前
波
は
漾
漾
た
り

玉
鉤
簾
下
影
沈
沈
　
玉
鉤
簾
下
影
は
沈
沈
た
り

宴
移
◥明
処
◣清
◥蘭
路
◣　
宴
は
明
処
に
移
り
蘭
路
を
清
め

歌
待
◥新
詞
◣促
◥翰
林
◣　
歌
は
新
詞
を
待
ち
て
翰
林
を
促
す

何
意
枚
皋
正
承
⒏詔
　
何
の
意
ぞ
枚ば
い

皋こ
う

正
に
詔
み
こ
と
の
りを
承
る
に

瞥
然
塵
念
到
◥江
陰
◣　
瞥べ
つ

然ぜ
ん

と
し
て
塵
念
江
陰
に
到
る
と
は

一
年
で
も
仲
秋
と
な
れ
ば
月
の
趣
は
深
い
、
ま
し
て
高
い
空
の
雲
を
従

え
て
そ
の
美
し
さ
を
愛
で
る
の
な
ら
な
お
さ
ら
。
宮
中
の
金
鳳
台
の
前

に
波
は
揺
れ
、
玉
鉤
の
簾
の
下
に
影
が
静
か
に
映
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ

う
。
宴
は
明
か
り
に
照
ら
さ
れ
た
広
間
に
移
り
帝
の
お
出
ま
し
に
な
る
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道
を
清
め
、
歌
は
翰
林
学
士
の
君
が
新
た
に
つ
け
る
歌
詞
を
待
つ
ば
か

り
。
か
の
漢
の
武
帝
の
寵
愛
を
受
け
た
枚
皋
よ
ろ
し
く
詔
を
受
け
よ
う

と
す
る
時
に
、
君
は
な
ぜ
ま
た
ふ
と
浮
ん
だ
雑
念
を
長
江
南
岸
の
地
に

寄
せ
て
く
る
の
か
ね
。

　
冬
至
に
向
か
う
に
つ
れ
て
満
月
の
南
中
高
度
は
上
が
る
の
で
、
そ
れ
も

「
月
偏
深
」
と
す
る
背
景
に
あ
る
。
ま
た
「
煙
霄
」
に
は
比
喩
と
し
て
高
位

を
指
す
例
が
白
居
易
の
詩
に
も
あ
り
、
こ
こ
に
も
そ
う
し
た
含
意
が
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
宮
中
の
宴
で
月
見
を
楽
し
む
白
居
易
を
自
分
と
は
立
場
の
違
う
者
と

し
て
最
初
か
ら
描
き
、
頷
聯
と
頸
聯
も
長
安
の
宮
殿
の
華
や
か
な
さ
ま
を
う

た
い
、
尾
聯
に
至
っ
て
、
ど
う
し
て
ま
た
そ
ん
な
君
が
こ
ん
な
境
遇
の
私
に

詩
な
ど
送
る
の
か
ね
、
と
言
う
の
で
あ
る
。

　「
何
意
」
は
、
君
は
ど
う
し
て
、
で
も
あ
る
し
、
思
い
が
け
な
い
こ
と
に
、

の
意
味
に
も
な
る
が
、
こ
こ
は
屈
折
を
こ
め
た
前
者
と
考
え
て
お
く
。
ち
な

み
に
、「
瞥
然
塵
念
」
と
い
う
語
は
、
元
和
十
（
八一五）
年
、
つ
ま
り
こ
の
詩

の
五
年
後
に
、
江
州
（
江
西
省
）
司
馬
に
左
遷
さ
れ
て
い
た
白
居
易
が
通
州

（
四
川
省
）
司
馬
で
あ
っ
た
元
稹
に
送
っ
た
有
名
な
書
翰
「
元
九
に
与
ふ
る

書
」
に
も
使
わ
れ
て
お
り
、
白
居
易
に
と
っ
て
胸
に
刺
さ
っ
た
こ
と
ば
だ
っ

た
。
元
稹
の
詩
に
屈
折
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
に
し
て
も
、
白
居
易
は
そ
れ
も

受
け
止
め
て
い
た
よ
う
で
、
そ
う
し
た
と
こ
ろ
が
彼
ら
の
友
情
を
長
続
き
さ

せ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
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